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プ
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物
流
Ａ
Ｂ
Ｃ
が
拓
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

内
田
明
美
子
　
日
通
総
合
研
究
所
　
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 
    

数
百
億
円
を
投
じ
た
最
新
の
需
要
予
測
シ
ス
テ
ム

が
全
く
機
能
し
な
い
―
―
　
自
社
開
発
し
た
全
自
動

マ
テ
ハ
ン
設
備
が
す
ぐ
に
不
要
に
な
っ
た
―
―
　
物
流

拠
点
を
集
約
し
た
の
に
在
庫
が
減
ら
な
い
。
物
流
コ

ス
ト
は
む
し
ろ
悪
化
し
た
―
―
　
世
間
で
物
流
先
進

企
業
と
目
さ
れ
て
い
る
会
社
で
さ
え
、
一
皮
め
く
る

と
そ
ん
な
改
革
の
失
敗
が
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
。

華
々
し
い
成
果
を
上
げ
た
物
流
改
革
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
る
一
方
で
、
巨
額
の
投
資
が
全
く
の
ム

ダ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
決
し
て
少
な

く
は
な
い
。
失
敗
は
表
に
出
に
く
い
だ
け
で
、
む
し
ろ

成
功
よ
り
も
そ
の
数
は
多
い
。
そ
れ
が
実
務
家
た
ち

の
実
感
だ
。
実
際
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
失
敗
の
責
任
を

問
わ
れ
て
、
ひ
っ
そ
り
と
会
社
を
去
る
改
革
担
当
者

は
後
を
絶
た
な
い
。

選
り
抜
き
の
エ
リ
ー
ト
が
集
ま
り
知
恵
を
絞
っ
た
。

社
外
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
専
門
家
の
意
見
も
確
認

し
た
。
十
分
な
予
算
も
確
保
し
た
。
万
全
を
期
し
た

は
ず
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
悲
惨
な
結
果
を
招
い
て
し

ま
う
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
ま
で
物
流
管
理
の
常
識
と
さ

れ
て
き
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
決
定
的
な
問
題
の
あ
る
こ
と

が
大
き
な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

物
流
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
多
く
は
物
流
の
効
率

化
を
目
指
す
。
セ
ン
タ
ー
作
業
を
改
善
し
、
輸
送
網

を
最
適
化
し
て
生
産
性
を
上
げ
、
物
流
コ
ス
ト
の
削

減
を
図
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
投
資
も
行
う
。
し

か
し
、
そ
の
努
力
は
酬
わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。「
も

と
も
と
必
要
の
な
い
物
流
を
い
く
ら
効
率
化
し
て
も

意
味
が
な
い
か
ら
だ
」。
日
通
総
合
研
究
所
の
湯
浅
和

夫
常
務
は
そ
う
説
明
す
る
。

効
率
的
な
庫
内
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
理
想
的
な
輸

送
網
も
、
拠
点
網
が
再
編
さ
れ
れ
ば
一
か
ら
や
り
直

し
だ
。
物
流
セ
ン
タ
ー
を
集
約
し
て
も
生
産
活
動
が

従
来
通
り
で
あ
れ
ば
在
庫
は
全
く
減
ら
な
い
。
保
管

場
所
が
物
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
他
の
ど
こ
か
に
移
る
だ
け
。

さ
ら
に
は
需
要
予
測
を
強
化
し
て
必
要
な
だ
け
し
か

生
産
し
な
い
体
制
を
組
ん
で
も
、
調
達
が
同
じ
な
ら

製
品
在
庫
の
代
わ
り
に
原
材
料
や
仕
掛
品
の
在
庫
が

増
え
て
し
ま
う
。

従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
物
流
効
率
化
を
進
め
る
と
、

そ
の
し
わ
寄
せ
が
他
部
門
の
非
効
率
を
招
く
。
個
別

部
門
の
最
適
化
が
全
体
の
効
率
を
阻
害
す
る
〝
合
成

の
誤
謬
〞
が
起
き
る
。
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
生

ま
れ
た
全
体
最
適
化
の
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
だ
。
さ
ら
に
管
理
対
象
を
社
外
に
ま
で
広

げ
て
、
流
通
全
体
の
最
適
化
を
図
ろ
う
と
す
る
の
が

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）
だ
。

こ
れ
ま
で
の
物
流
管
理
と
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
／
Ｓ

Ｃ
Ｍ
は
、
そ
の
出
発
点
か
ら
異
な
っ
て
い
る
。
企
業

経
営
に
必
要
な
の
は
物
流
の
効
率
化
で
は
な
く
、
最

終
的
な
利
益
だ
。
今
日
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
効
果
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が
利
益
を
生
む
た
め
の
条

件
に
な
る
。
そ
れ
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
／
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
出

発
点
に
な
る
。
物
流
効
率
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
定
ま
っ
て
初
め
て
活
き
る
。
そ
の

逆
は
な
い
。

実
際
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
次
第
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

焦
点
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。
ベ
リ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

の
入
江
仁
之
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
そ
の
コ
ス
ト
構
造
か
ら
、
①
設
備
投
資
や

人
件
費
の
割
合
が
大
き
い
資
産
集
約
型
、
②
資
材
調

達
費
の
割
合
が
大
き
い
原
材
料
集
約
型
、
③
流
通
費

な
ぜ
物
流
改
革
は
失
敗
す
る
の
か

解
説
　
本
誌
編
集
部
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物
流
改
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テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

福
島
和
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城
西
大
学
　
教
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 「
ザ
・
ゴ
ー
ル
」
に
学
ぶ 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ=

制
約
管
理 

小
林
俊
一
　
日
本
能
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
取
締
役
　 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
ワ
ン
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン 

―
―
Ｉ
Ｔ
が
可
能
に
す
る
新
し
い
モ
デ
ル 

五
十
嵐
慎
二
　
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
　
パ
ー
ト
ナ
ー 

 

サ
プ
ラ
イ
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ェ
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ン
の
評
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方
法〈
前
編
〉 

ダ
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Ｍ
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ラ
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オ
ハ
イ
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州
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学
／
ノ
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ス
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ロ
リ
ダ
大
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教
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レ
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ス 

Ｌ
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ノ
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ダ
大
学 
教
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連
載
　
事
例
で
学
ぶ
現
場
改
善
―
第
６
回 

作
業
員
五
〇
人
以
下
の
現
場
の
コ
ス
ト
管
理 

中
根
治
　
日
本
ロ
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
　
取
締
役 

 

新
連
載
　
講
座 

Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
常
識
―
―
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
か
ら 

理
論
編『
Ｓ
Ｃ
Ｍ
と
は
何
か
』 

実
践
編『
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
か
ら
』 

杉
山
成
正
　
ベ
リ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
実
践
録
―
第
７
回 

食
品
メ
ー
カ
ー
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
管
理 

川
島
孝
夫
　
味
の
素
ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ヅ
　
常
勤
監
査
役 

 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
―
第
８
回 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
標
準
化 

楢
村
文
信
　
Ｐ
＆
Ｇ
　
Ｅ
Ｃ
Ｒ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

 

の
割
合
が
大
き
い
流
通
集
約
型
の
三
つ
の
モ
デ
ル
に

分
類
し
て
い
る
（
表
参
照
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
で

改
善
す
べ
き
テ
ー
マ
と
、
施
策
は
全
く
違
う
。

原
材
料
の
入
手
か
ら
最
終
的
な
顧
客
に
商
品
を
提

供
す
る
ま
で
に
は
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
す
る
。

通
常
は
複
数
の
企
業
が
機
能
を
分
担
し
て
一
つ
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
最
も

処
理
能
力
の
低
い
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
、
す
な
わ
ち
「
制

約
」
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
生
産
性
を
決
定

す
る
。
従
っ
て
制
約
以
外
の
プ
ロ
セ
ス
を
い
く
ら
改
善

し
て
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
能
力
は
向
上
し
な

い
。
全
体
最
適
の
た
め
の
改
善
は
制
約
に
集
中
す
る

必
要
が
あ
る
。

こ
の
「
制
約
理
論=

Ｔ
Ｏ
Ｃ
」
が
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
基
本
理

論
だ
。
当
然
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
管
理
の
照
準
も
制

約
に
向
け
ら
れ
る
。
制
約
を
改
革
し
、
制
約
を
最
大

限
活
用
す
る
た
め
に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
面
で
の
施
策
を

打
つ
。
そ
の
結
果
、
物
流
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
も
、
そ

れ
以
上
に
利
益
が
増
え
る
の
な
ら
構
わ
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
物
流
管
理
の
常
識
は
往
々
に
し
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
管
理
で
は
非
常
識
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
多
く
の
企
業
が
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
常

識
を
無
視
し
た
ま
ま
物
流
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
物
流
が
全
く
混
同
さ
れ

て
い
る
。「
米
国
で
も
同
じ
だ
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
や

Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
十
分
認
識
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
物
流
の
区
別
も
つ

か
な
い
経
営
者
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
ま
だ
に
圧
倒
的

だ
」
と
、
米
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
の
ダ
グ
ラ
ス
・
Ｍ
・

ラ
ン
バ
ー
ト
博
士
は
指
摘
す
る
。

と
り
わ
け
日
本
で
は
物
流
の
教
科
書
は
数
あ
れ
、
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
教
科
書
と
な
る
と
現
状
で
は
全
く
存

在
し
な
い
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
教
育
す
る
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
も
い
な
い
。
欧
米
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
、
そ
の

ま
ま
で
は
日
本
市
場
に
は
適
用
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も

ビ
ジ
ネ
ス
は
回
り
続
け
て
い
る
。
企
業
の
実
務
家
た

ち
は
手
探
り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
の
が
実
情
だ
。
そ
ん
な
実
務
家
た
ち
の
試
行
錯
誤

か
ら
生
ま
れ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
知
恵
を
今
回
は
特

集
す
る
。
抽
象
的
な
机
上
の
空
論
で
は
な
い
、
改
革

の
現
場
か
ら
の
報
告
だ
。

サプライチェーンの3つのモデル 

取材を基に本誌が作成 

設備投資や人件費の割合 
が大きい 
 
 
 

アセット・インテンシブ 
（Asset Intensive） 

資産集約型 
 

マテリアル・インテンシブ 
（Material Intensive） 

原材料集約型 
 

ディストリビューション・インテンシブ 
（Distribution Intensive） 

流通集約型 
 

素材メーカー、サービス業 

稼働率×製品利益率が最 
大になるように設備と労 
働力を使う 
 
 

設備や労働力の引き当て 
の最適化 
 

設備能力・労働力 
 
 

資材調達費の割合が大きい 
 

カギとなる資材の調達 
 

カギとなる資材の引き当て 
の最適化 
 
カギとなる資材の在庫をで 
きるだけ利益率の高い商品 
に引き当てる 
 
組み立てメーカー 

流通費の割合が大きい 
 

店舗の棚スペース、販売機会 
の確保 
 

欠品、販売機会損失の最小化 
 

必要な場所に必要な時に商品 
を供給する 
 

一般消費財メーカー 

モデル 

コスト構造 

制約 

ＳＣＭの焦点 

施策 

業種 


